
教育福祉学科対象プロブラム

プログラム

目的

内容

担当者
専任教員、

保育・教職課程センター職員
実施回数

実施曜日
前期・夏季休業中・後期・

春季休業中
実施時限

実施場所 受講対象者
教育福祉学科・社会福祉学科の保育士

課程及び教職課程の学生１～４年生

申込先 締め切り 　

備考

プログラム

目的

内容

担当者 草深 寛子、山岸 一恵、竹本 三佳 実施回数

実施曜日
月・火・水・木

（講師によって異なる）
実施時限 対策講座毎に設定

実施場所 受講対象者
教育福祉学科・社会福祉学科の保育士

課程及び教職課程の１～４年生

申込先 木下先生まで 締め切り

備考

一人一人の能力に合わせた課題曲を講師が与え、次週までに練習し、

個人レッスンを受けることでピアノ・弾き歌いの能力を養う。

教員・公務員採用試験受験対策講座

教員採用試験に向けて、教職教養、教職専門、面接、模擬授業、模擬試験を中心

に受験対策を充実させ、受験生の現役合格を目指す。

教員採用試験・公務員採用試験対策

（教職教養、教職専門、面接、模擬授業、模擬試験 等）

ピアノ初心者養成講座

保育士および幼稚園教諭、小学校教諭に求められる基礎的なピアノ演奏力、ならびに

弾き歌いの能力を身につける。



プログラム

目的

内容

担当者 岸本 正憲 実施回数 前・後学期

実施曜日 金曜日 実施時限 5時限

実施場所 受講対象者
学校教育コースの２年生で、保育•幼

稚園・小学校の免許資格取得希望者

申込先 学生サポートセンター 締め切り

備考

プログラム

目的

内容

担当者 藤田 佳子 実施回数 集中講義

実施曜日 実施時限

実施場所 受講対象者 全学科の1〜4年生を対象

申込先 齊藤崇先生まで 締め切り

備考

前期はパネルシアターの歴史や貼付の原理などを学ぶとともに、基本的な作品の製作・発表を通

して、パネルシアターの技術を身につける。これらの学習を通してパネルシアターの特徴を理解

する。後期は各自の工夫やオリジナリティを組み込んだパネルシアターの製作や実践を行う。自

が製作したパネルシアターを使って現場で実践し、パネルシアターの特徴や効果について体験を

通して学ぶ。パネルシアターの技術力・実践力を養う。

書写指導講座

・小学校における書写指導で必要となる毛筆指導の指導法及び基本的な技能を習得する。

・教師として必要となる書写に関する基本的知識・技能を学ぶ。

・書写指導法に関する講話及び毛筆習字の実技指導

・書道の歴史、小学校の書写指導、教職と書写技能等の紹介

・書写指導法の習得

・書写学習指導案の作成と模擬授業

パネルシアター講座

パネルシアターの基礎を学び、学生一人ひとりがパネルシアターの特徴を生かしたオリジナル作

品を作成する。さらに、その作品づくりとパネルシアターを使った保育実践を通して、保育者・

教育者としての技術力・実践力を養う。



プログラム

目的

内容

担当者 上條眞紀夫・他 実施回数

実施曜日 短期集中講義・2日間を2回実施 実施時限

実施場所 受講対象者 淑徳大学に在籍している学生

申込先 上條先生まで 締め切り

備考

プログラム

目的

内容

担当者 上條眞紀夫、片山克、外部講師 実施回数

実施曜日 2 月中旬-下旬 実施時限

実施場所
スキー場での5日間の合宿による集

中講義
受講対象者 総合福祉学部の学生

申込先 上條先生まで 締め切り

備考

スキー技術について学び、師範力、指導力を身につける。

中学校・高等学校で実施されるスキー学校の運営能力を身につける。

スキー実習を通して、野外活動のすばらしさ、冬のスポーツへの理解を深め、生涯ス

ポーツを推進できる指導者の基礎を培う。

指導者として、ＳＡＪスキー技能検定の級を取得しておく。

テニス指導法

テニスの指導技術を高める

楽しくテニスが出来る技術を身につける

小・中学校の児童、生徒が楽しくテニスに親しめる指導の方法を学ぶ能力差、技能差

があってもテニスを楽しめる指導方法を学ぶテニスを通して、ネット型ボールゲーム

の指導について学ぶ初心者に対しても指導ができる教師としての技能を身につける。

テニスの段階的指導法を学び、運動理解を深め、易しいゲームが出来る技能を身に付

ける。

スキー実習

スキー指導の知識、技能を身につける



プログラム

目的

内容

担当者 植草 忠 実施回数 前・後学期

実施曜日 実施時限

実施場所 受講対象者
教育福祉学科健康教育コースの保

健体育科教員の志望者

申込先 永井先生まで 締め切り

備考

柔道実技指導（初段と二段の取得プログラム）

学校教育における柔道の授業者としての実技の実践力の育成と指導力の育

成、技能習得の成果としての柔道の初段及び二段の取得

平成20・21年の学習指導要領の改訂から、中学校、高等学校で武道が必修化された。そのた

め、中等教育の保健体育科の教員にとっては、武道の指導力を高めることは、より一層、求めら

れることとなった。各学校では、剣道が防具を必要とすることや指導経験者が少ないこともあ

り、柔道を選択させることが多い。このプログラムでは、学生自身の実技の実践力を高めるため

に、段位の取得を目指し、さらに、指導力を育成することを目的としている。


